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概要
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2018年12月に予定されている新4K・8K衛星放送 (BS) の実用放送開始を踏まえ
IPTVフォーラム 高度BS-IP再放送SWGにおいて規格化作業を開始

l 既存の地デジ、BSのIP再放送との整合性等を勘案した規格策定を行う。
l A-PAB、新CAS協議会、CATV関連団体等、外部団体とのリエゾン、情報共有を進める。
l 概ね2018年9月末～10月初旬の規格策定を目指す。

項 目 検 討 方 針（案）

① 対象 • 新BS（右旋、左旋）4K・8K放送のIP再放送を対象とする。

② 技術方式 • サービスの同一性保持を前提とした技術方式策定を想定
• 併せて、必要に応じて、通信を効率的に利用する仕様の導入も検討。

（※ 次ページ参照）

③ CAS・RMP • A-CASの利用を前提に、ARIB TR-B39の五編・八編を踏襲

④ ネットワーク • 既存のCDNスコープを想定

⑤ その他 • 情報通信審議会 放送システム委員会 IP放送作業班で検討中の「IP
放送技術基準」を踏まえた検討を行う。



規格化方針案
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← 同一性保持 →

分割TLVによる
固定長伝送を検討


